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羽山台校区の皆さん 沖14回羽山台校区春まつりの季節がやつてきました。

今年の冬は厳しい寒さが続き、風邪が流行しましたが、3月 の三池初市が春を連れてきてくれました。

岩手県では大規模な山火事が発生し2,900ヘ クタールにまで拡大、210棟の建物が被害を受け、その

うち102棟は住宅で、多くの人が避難生活を強られております。

災害は「いつ」「どこで」発生するか判りません。そろいう時こそ地域の皆さんの絆の

重要性が叫ばれています。まち協の行事に住民の皆さんが進んで参加され、多くの地

域住民の輪を拡げ、「向こう三軒両隣り」の精神で近所付き合いが出来ることが一番だと

思います。 是井春まつりに参加され、多くの人と顔見知りになり挨拶を交わし、楽しい住
んでよかった安心日安全なまちにしていきましょう。

荘ごう羽幽台幾顧

地域活動功労者表彰を受賞されました

令和 7年 2月 15日 (上 )、 第 52回大牟田市校区コミュニテイ研究大会
が大牟田文化会館において開催され、羽山台校区まちづくり協議会から4名
の方が個人功労者表彰を受賞されました。
この研究大会は、大牟田市校区コミュニテイ連絡協議会と大牟田市の主催、

大牟田市教育委員会の後援で毎年開催され、公民館長や自治会長及び校区ま

ちづくり協議会の役員として、長年にわたり地域活動にご尽力された方に贈

られる賞であります。

平良幸雄様  龍 正弘様

永吉一人様  國崎比佐志様

氏名 所属地域 主な役職歴等

平良 幸雄様 瀬萩団地自治会 校区まち協副会長、校区社協会長

龍  正弘様 草木下公民館 校区まち協副会長、校区民児協会長

永吉 一人様 ダイマ7-2自治会 校区まち協会計部長、自治会長
國崎 比佐志様 大間公民館 校区まち協総務部長、公民館長

ヘ

「民生委員・児童委員一斉改選」
校区民生委員口児童委員協議会 会長 西村睦郎

今年 11月 30日をもって現在の民生委員・児童委員及び主任児童委員の任期が満了となり、12月 1日

付で新たに民生委員B児童委員及び主任児童委員が委口属されます。
一斉改選にあたり、大牟田市民生委員口児童委員協議会会長より推薦準備会を各校区に設置し候

補者の推薦準備を始めるように依頼がありました。

そこで、本校区の皆様におかれましても候補者としてふさわしいと思われる方がおられましたら、ぜ

ひともご推薦いただきますようよろしくお願いいたします。
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「令和 6年度防災訓練」
安心安全部 部長 木場智満

2月 2日 に羽山台校区防災訓練を羽山台小学校体育館にて実施いたしました。
今年度は「バケツリレー 日大声大会 日避難所設営体験 日防災クイズ」と3チームに分け対抗戦

を行い、色々な競技の中で防災の学びが深まつたと思います。
メディア等で「南海 トラフ地震」が今後30年以内に発生する確率は70～ 80%と 言われており
「南海 トラフ地震が発生した場合、大牟田市での震度は 5弱」との事です。熊本地震の時と同じ
ような揺れが起こります。その時、子ども達は成長し県外で生活 してる事もあろうと思います、

子ども達に少 しでも災害対策の知識があれば命が助かります。

次年度も多くの子ども達が参加 し防災の知識が積み重なれば校区の安心安全な生活に繋がりま

す。又、安否確認体制も充実していきますのでご協力お願いいたします。

「ペタンク大会」を開催しました
令和 6年 12月 1日 (日 )に「ペタンク大会」を開催 しました。
冬の寒さを感 じさせる寒い朝となりましたが、日中は天候にも恵まれ暖かい一日となり、地域
の皆様と楽しく交流することができました。グラウンドでは各チームの戦略が渦巻く中、参加20
チームが 4パー トに分かれて対戦 しました。結果は次のとおりです。

パ ー‐卜 傷 R券チーム 選手名

Aパー ト 経 さくら 木場、木場、塩塚

B′単一 ト 大間 A 齋田、齋田、松永

c′単一 ト チームヨーコ 松本、荒巻、川野

Dパーート 竹の原 A 福澤、福澤、福澤 ●ド

●
●

●

体育部長 近藤俊秀

「グラウンドゴルフ大会」体育部長 近藤俊秀
令和7年 2月 23日 (日 )に「グラウンドゴルフ大会」を開催しました。今年は3連体の中日という
こともあり、例年より参加者が少なく15チームでの開催となりました。
寒波到来で寒い中での開催とはなりましたが、グラウンドは明るい笑顔や歓声に包まれ、皆さん
楽しくプレーすることができました。成績、飛び賞等は次のとおりです。

成 績 チー ム 名 ス コ ア 選 手 名

握訓券 竹 の 原 D 142 渡辺 、高野 、高 口

2れ上 車 木 下 A 146)< 佐藤 、武藤 、荒巻

34上 人 間サ ク ラ 146)K 齋田～齋 田、山科

74並 ロイヤル 159 河 口、猿渡 、近藤

10位 竹 の 原 C 170 三小 田、三小 田、生魚

B・ B賞 マツオ 190 古賀 、松尾 、松尾

<ホールインワン賞>(敬称略)
高野 剛 (2回 )、 西山光良、河口洋策
田島純治、齋田誠文、山科敏彦、
池田宗久 以上7名
※2位と3位はスコアが同じであつたため
平均年齢が高い方を上位としています。
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令和7年 消防出初式で次の方々が表彰されました。
1.大牟田市消防出初式 令和7年 1月 12日 (日 )文化会館、市役所前、笹林公園で開催

【福岡県消防協会表彰】
(永年勤統)谷川秀和 (羽山台分団 分団長)(永年勤統 15年 )

堤 浩基 (羽山台分団 団員)(永年勤統 10年 )
【市長表彰】
(退職団員表彰)平山高志 (羽山台分団

高橋伸行 (羽山台分団
宮崎秀―郎 (羽山台分団

【消防長表彰】 (12年連続●
‐
づ||)

(機械整備優良分団 自動車の部)羽山台分団
【団長表彰】
(優良団員)酒井―誠 (羽山台分団 団員)

立石健太 (羽山台分団 団員)
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村上文夫さん (70歳 )は、東京都あきる野市で開催された第32回 日本山岳耐久レース「長谷
川恒男CUP」 に出場し、21時間06分00秒で見事完走されました。
男子70歳以上の部では5位に入賞。この大会は、東京の山岳地帯を舞台に715キロを24時間以
内で走破するという過酷な トレイルランニングの大会で、全国から1818人が参加し、完走率は
82%で した。年後1時にスター トし、夜間も山中を走り続けるため、参加者は水や食料、防寒具
を自分で持ちながら走り抜けます。
古希を迎えた記念として挑戦した村上さんは、50歳で初めて参加し、その後3年間連続で完走。
しかし、仕事の都合でしばらく参加を見送つていました。
今回、視力の衰えや体力的な挑戦を感じつつも、「限界に挑戦できることが、この大会の魅
力です」と語 り、男子総合1122位 、70歳以上の部で5位 という素晴らしい成績を収めました。
「これからもトレイルランニングで挑戦し続けたい」と、今後への意欲を語られました。
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一年間の学びの成果発揮 学習発表会
2月 7日 (金 )に、羽山台小学校体育館において、学習発表会を行いました。

保護者の皆様には、お子様の学年の発表を前方で見ていただく形で行い、1年生から順に発表していきま
した。各学年がこの一年間学習してきたことの中から、発表したいことや伝えたいことを考え、各学年で様々

な工夫を行いながら、発表しました。
一

古典 に親 しんだ 5年 生

発表の最後を飾る 6年 生の合奏
「ホール・ニュー・ワールド」
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年

１

２

３

音読劇「くじらぐも」など

合唱「スイミー」など

劇「天の火をぬすんだうさぎ」
(オリン
゛
ナル版)な ど

地域の方々の協力によって学んだ
4年 生「発見 !羽 山台の宝」の発表

学 習 充 大 会

いまは昔、竹取の翁という

ものあ|)けり。野山にまじり

て竹を取りつつ……。
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“美しく舞う桜姫 "

地域の宝の一つ

「金井寺」の桜姫

伝説
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中

田隈中学横Z.雰学期の取組
田隈中学校では12月 にPTA主催の閉校記念イベントが開催されました。ジャー坊も
来場し、素敵な記念イベントとなりました。
1月 には、文化会館で行われた、地域教育力向二推進大会において、ESDの取組について
生徒会が発表をいたしました。

本校は、今年3月 に学校再編のため閉校し、65年の歴史に幕を下ろしました。

長きに渡ってのご支援とご協力に、感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
「PTA閉校記念行事J       「地域教育力向上推進大会」
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